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※ 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正により、平成27年4月から、地方公共団体に首長が主宰する
「総合教育会議」を設置し、首長が、教育、文化、学術の振興に関する大綱を策定することとなりました。
　県では、平成27年度は「奈良県総合教育会議」を4回開催し、知事を議長に協議を行いました。協議の結果を踏まえ、平
成28年3月に「奈良県教育振興大綱」を策定しました。
　平成28年度は、「奈良県総合教育会議」を3回開催し、平成29年3月に「奈良県文化振興大綱」を策定しました。

２　教育委員の活動状況

全国都道府県教育委員会連合会第2回総会
　教育長と教育委員１名が参加。行政説明「初等中等教育施策の動向について」を受けた後、「エビ
デンスに基づく教育活動の展開」をテーマとして各都道府県の教育長、教育委員と意見交換を行っ
た。

（１）　研修及び視察状況

　教育委員会会議での議論を深めるため、定例教育委員会の開催にあわせて事前に資料を送付し、様々な教育課題につ
いての各委員の識見を高めました。
　また、教育委員会所管事業の実施状況や教育現場の状況把握のため、県内教育施設への視察を行っているほか、本県
の教育施策の参考とし、教育委員としての資質を高めるため、特色ある県外の教育施設への視察を行いました。
　県と市町村が連携した取組の一層の推進を図るため、平成23年度から県内の市町村立学校への視察も実施していま
す。

内　　　　容

香芝市立三和小学校（学校体育や道徳の教科化に向けた研究、外国語教育の充実を図る取組等を視
察）
　平成28年度から講師を招聘し、全学年が公開授業を積極的に行うなど魅力ある道徳の授業づくりの
研究に取り組んでいることや、畿央大学の協力を得て、小・中学校が連携して外国語教育の充実を
図っていること、中学校英語担当教員及び畿央大学生が校区内の小学校の外国語活動の授業を実際に
するといった交流を行っていることなどの説明を受けた。

県立五條高等学校（コミュニティ・スクールの運営や普通科に設置した「まなびの森コース」の取組
等の視察）
　コミュニティ・スクールの指定、グラウンドの人工芝生化等先進的な取組や、国際社会で活躍でき
る人材の育成を目指すため、普通科に設置した「まなびの森コース」の授業等を視察した。五條市は
全ての公立学校がコミュニティ・スクールであり、地域等と密接な連携を図りながら、憧れとなるよ
うな学校づくりを行っていることなどの説明を受けた。

全国都道府県教育委員会連合会第１回総会
　教育次長と教育委員１名が参加。教育委員は、次期学習指導要領について研修を受けた後、「道徳
教育」のテーマで各都道府県の教育委員と意見交換を行った。

第２回奈良県総合教育会議
※「就学前教育の充実について」を議題として、奈良県版就学前教育プログラムについて等について
協議を行った。

教育選奨授与式

第１回奈良県総合教育会議
　「教員の資質向上に向けた取組について」を議題として、奈良県教育振興大綱重要業績評価指標
（ＫＰＩ）の進捗状況、学力の向上、いじめの防止等について協議を行った。

近畿二府四県教育委員協議会
　当年度はホスト県として、奈良県文化会館にて会議を開催。次期学習指導要領について、外国語教
育やカリキュラム・マネジメントについて、近畿二府四県の教育委員と協議を行った。また、幼児教
育の充実に向けた取組について、情報交換を行った。

県立御所実業高等学校（長期インターンシップ、グラウンドの人工芝生化等特色のある取組等を視察）
　「ものづくりは人づくり・夢づくり」を学校の基本テーマとし、「ものづくり」を通して喜びや達成感を味わい、基
礎・基本を身に付けた、社会の変化に対応していくことのできる豊かな人間性をそなえたねばり強い生徒の育
成を目指している。そのために、学ぶこと、働くこと、生きることをものづくりを通して生徒に実感、体感させてい
ることなどの説明を受けた。

奈良市立帯解小学校・同都南中学校分教室、県立精華学院（児童自立支援施設内学校での取組を視察）
　児童自立支援施設内学校という特色を生かしながら、学習習慣の定着、基礎学力の向上を図るとともに、人
間尊重の精神を基盤に、共に学び、よりよく生きるための意欲と実践力を育む取組を行っていることなどの説明
を受けた。

（２）　その他の活動状況

内　　　　容
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